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岡山から九州の産業遺産を見る
小西伸彦（吉備国際大学）

日本の近代化を牽引した石炭と鉄。その石炭を主要燃料

とした産業が瀬戸内の製塩業である。三池や筑豊と瀬戸内

の接点の一つがここにある。後に筑豊の重要な運炭路とな

った遠賀川堀川運河が掘削される際に参考とされたのは、

岡山県の倉安川の閘門式吉井水門であったという（会報第 13

号参照）。これを二つ目の接点とする。倉敷紡績所は鹿児島

紡績所の技術者によって生み出された。九州と岡山の産業

接点の三つ目である。三井田川鉱業所の煙突に使われた耐

火煉瓦が、近年の修復工事から、岡山県備前市三石で焼成

されていたことが分かったという。第四の接点としたい。

岡山県宇野湾は、官営製鉄所の候補地になったことがある。産炭地から遠いというこ

とで、製鉄所が建設されることはなかったが、明治末期に四国連絡の本州側の連絡口

となった宇野湾周辺も、かつては広大な塩田地帯であった。これが第五の接点である。

筑豊には軌間３フィートの鉄道が多数存在したが、本州では岡山市の西大寺軽便鉄道

が唯一であった。第六の接点を鉄道に見る。以上、九州と岡山の産業遺産に、敢えて

共通点を探してみた。

九州の産業遺産に熱を上げる私が最初に見たものは、筑豊線や日田彦山線の蒸気機

関車、次が三井田川鉱業所であった。昭和 50 年代、荒廃した炭鉱跡やボタ山、炭住、

石炭時代の名残を探して田川や門司の町を歩いたのが昨日のことのように思われる。

時間を見つけては九州に向かう夜行列車に乗っていた学生時代、産業考古学や産業遺

産の概念などまだ知るよしもなかった。

北九州の産業遺産を見て歩くと、懐かしさと共に立ち去りがたい感情に襲われる。

岡山にいても気持ちは筑豊に飛んでいたりする。九州の炭鉱や鉄道遺産を徘徊する内

に当会に加えていただいて、探索範囲はさらに広がった。浅学子を快く仲間に迎え入

れて下さった会員の方々に感謝しつつ、次の九州産業遺産探訪のプランを考えている

ところである。
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【論文】

技術史を「文化」として教育する

－三池炭鉱の産業遺産を題材とした教育実践－

永吉守(久留米高専・福岡工大非常勤講師)

１．筆者と技術史教育

筆者は、福岡県大牟田市出身で、主に文

化人類学(社会学や日本民俗学とも重なる領

域)の視点より三池炭鉱社会に生きる人々に

インタビュー調査を実施し、研究してきた 1)

2)
。そして、1997(平成 9)年 3 月に三池炭鉱

は閉山し、その前後から近代化産業遺産と

認識されうる、炭鉱の坑口跡や石炭関連産

業施設跡などが解体され「炭鉱のまち」の

風景が徐々に失われていくのを目の当たり

にしてきた。同時期に、三池炭鉱社会で幼

少期を過ごし現在は故郷を離れて暮らす方

がウェブサイトで大牟田・荒尾の「炭鉱の

まち」の全盛期を懐かしむ写真を掲載する

とともに今後の大牟田・荒尾のまちの行方

を案じていることを知るようになった。

上記ウェブサイトの掲示板に書き込みを

する人々の中で、近代化産業遺産を保存・

活用することを計画する仲間と筆者は出会

い、「大牟田・荒尾炭鉱のまちファンクラブ」

を 2001 年 10 月に設立(2003 年 4 月より

NPO 法人として継続)し、三池炭鉱の歴史

や近代化産業遺産の保存活用をとおして、

「炭鉱のまち」の風景・心象が次世代へ継

承されるようなエコミュージアム的社会教

育活動を展開してきた。

また、筆者は、2001 年より大学や高等専

門学校で人文社会科学領域の非常勤講師と

して教育に携わるようになり、その中で三

池炭鉱の歴史、近代化産業遺産、遺産を保

存活用する市民活動などについてとりあげ

るようになった。

本稿では、技術史を含む産業の歴史を題

材として「文化」の視点から教育に活用す

る実践について、具体的内容を提示し、人

文社会科学の視点から技術史教育が可能で

あることを提示したい。

２．「大牟田・荒尾炭鉱のまちファンクラブ」

での技術史教育的活動

「大牟田・荒尾炭鉱のまちファンクラブ」

では、「まち･まるごと博物館」(エコミュー

ジアム)を合言葉に、「炭鉱のまちの風景・

心象の次世代への継承」活動を実施してい

る。三池炭鉱では、宮原坑跡、万田坑跡(写

真 1)、三池港、三池鉄道(写真 2)など、明治

写真1 万田坑跡をTantoTantoウォークで訪れてい

るところ

写真2 三池鉄道敷(背景は石炭化学コンビナート)
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期の炭鉱とその関連産業の近代化産業遺産

が辛うじて景観として残存しており、独自

事業である「TantoTanto ウォーク」(写真 1)

や荒尾市よりの指定管理業務として元炭鉱

労働者ほかによる「万田坑市民ガイド」、修

学旅行団体への解説など、ガイド事業で日

本における近代西洋技術の導入過程や蒸気

動力時代の機械類の解説として技術史を取

り扱っている。また、大牟田市石炭産業科

学館の企画・学芸業務を受託し、企画展に

よって技術史を展示することはもとより、

地域の小学生を対象として石炭ストーブを

燃焼させ子どもたちに石炭をくべさせる体

験、ミニ SL の乗車体験など生涯学習およ

び学校教育の側面から技術史教育を実施し

ている。さらに、「大牟田・荒尾炭鉱のまち

ファンクラブ」では、「さわやか子ども教室」

や「筑後チルドレンズ(子ども)キャンパス」

などの助成金活用においても、主に小学生

を対象とした石炭燃焼実験、ノジュール採

掘、煉瓦煙突の高さの三角測量(写真 3)など

石炭エネルギーにまつわる滞在型(1 泊 2 日)

教育を実施している。

写真3 煙突高さ三角測量のようす

３．技術史を「活きた教材」に－工業高等

専門学校社会科や大学(人文・社会科学系講

義)における技術史教育－

筆者は、研究や NPO の活動とともに、大

学や工業高等専門学校にて人文・社会科学

系の非常勤講師として教育に携わっている。

特に久留米工業高等専門学校の社会科系科

目では、「日本史」の講義(2004 ～ 2005 年

度)として日本近代における西洋近代技術の

導入過程と社会変化、近代的経営と労働者

やマイノリティへの抑圧、炭鉱事故などに

みる安全管理や技術者倫理といった内容で

特に文化史・社会史の側面からひろく技術

史に関することを講義した。また、「政治経

済」の講義(2005 ～ 2007 年度)では、炭鉱閉

山後の地域づくりとしての「大牟田・荒尾

炭鉱のまちファンクラブ」の活動自体を分

析し、近代産業の技術を現代の暮らしの基

礎的技術と位置づけ、歴史と基礎的技術を

近代化産業遺産に学ぶことや閉山後の地域

衰退の中で生活者の視点で出来ることとし

ての市民活動について講義した。さらに「地

理」では、三池炭鉱労働にまつわるマイノ

リティと民族集団(例えば与論島から石炭積

込港湾労働者として明治末期に移住した人

々のアイデンティティと文化伝承など)、観

光地理、地域問題解決のための NPO といっ

た観点から三池炭鉱を題材として講義して

いる。

また、筆者は 2001 ～ 2004 年度にはいく

つかの大学で「比較文化概論」、「地域循環

社会論」といった文化人類学や地域社会学

・環境社会学に関する講義を担当しており、

前述の「日本史」や「政治経済」で述べた

ような炭鉱の技術史や炭鉱労働にまつわる

社会・文化、技術史教育に関する地域づく

り・市民活動について講義している。「比較

文化概論」では、筆者自らかつて三池炭鉱

で使用されたヘルメットとキャップランプ

と作業着を着用して三池炭鉱で働いた炭鉱
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労働者に扮し、三池炭鉱を描いた数種のド

キュメンタリー映像の比較分析を行ったほ

か、女性坑内労働にみられるジェンダーと

職業観、英国の炭鉱を描いた映画の視聴を

通じて当時の英国社会と炭鉱社会の文化的

背景をさぐる、といった教育を実践した。

「地域循環社会論」では、地域における循

環型社会を、単に物質的循環(廃棄物や地球

温暖化などのいわゆる「地球環境問題」)に

矮小化せず、例えば、地域に存在した炭鉱

の技術史を地域づくりに活かすことは、地

域における「知の循環」にほかならず、物

質的循環、経済的循環、知の循環という３

つの循環がセットになってはじめて地域の

循環型社会が構築される、という内容の講

義を展開している。

４．技術史を「文化」として－有形と無形

の文化遺産－

このように、技術史は、単に技術の歴史

として技術の変遷を追うといったかたちだ

けではなく、技術史を社会や文化の問題、

さらには地域づくりや地域の循環型社会構

築といった現代的な問題の解決実践とその

教育に応用が可能なのである。換言すれば、

技術史は、人々のさまざまな営み、生活様

式である「文化」の領域として教育できる

ものと筆者は考えるのである。

上記のことと関連して、「文化」の領域と

して技術史を考える際に重要なことは、技

術や技術史は、建造物、機械、遺構といっ

た有形のものだけではなく、いわゆる「職

人技」として伝承されてきた技術や、技術

や労働に基づいた生活に基づいた「記憶」

なども含まれるのではないかと筆者は考え

る。

三池炭鉱においても、明治期建造の鋼鉄

製の竪坑櫓や煉瓦製建造物、坑内作業のた

めの機械類や図面、写真といった膨大な資

料・史料が遺されており、「大牟田・荒尾炭

鉱のまちファンクラブ」でもそうした有形

のものをできる限り後世に伝えようと保存

・活用の活動を展開している。しかしなが

ら、三池炭鉱の資料・史料は有形のものば

かりではない。むしろ、三池炭鉱の社会に

生きた人々の労働における伝承技術や「口

笛をふいてはいけない」など坑内特有の信

仰、炭鉱住宅で生活した生活文化の記憶な

ど、「無形」のものも多い。そして筆者は、

むしろ「無形」の文化的なもののほうが重

要だとすら考えている。したがって、竪坑

櫓などリアリティのある有形の文化遺産を

前にして、元炭鉱マンや炭鉱社会で育った

地域住民が過去の記憶を語ることが重要な

のである。

つまり、技術史は、「文化」として提示す

ることによっても、教育に活用することが

できると筆者は結論付ける。

※本稿は日本技術史教育学会 2009 年度全国大会

(久留米)(2009 年 11 月 21 日開催)で発表した原稿

を加筆修正したものであり、日本技術史教育学会

の掲載許可を得て掲載する。
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【報告】

平成 22 年度総会・見学会

砂場一明（事務局長）

九州産業考古学会は、平成 22 年度総会

を 6 月 6 日（日）に宗像市で開催した。ま

ず恒例の見学会は、開催地に因み小会が編

纂した『福岡の近代化遺産』中から宗像地

域、特に津屋崎地区を訪れることにした。

津屋崎は江戸から明治期にかけて海上交易

と製塩で大いに繁栄したが、明治 28 年に開

通した九州鉄道（現・鹿児島本線）が街を

遠く外れたことや、明治末に塩田整理が強

行されたことなどから産業が衰微した。そ

の一方で、製塩燃料として逸早く石炭が使

用されていたことから筑豊との関わりが深

く、大正から昭和にかけて石炭景気華やか

な頃は炭鉱主の別荘地や従業員達のリゾー

ト地として賑わった。今もそうした津屋崎

千軒時代の誇りは失われず、官民で町おこ

し運動がなされている。

参加者 15 名は出発地の JR 福間駅前でマ

イクロバスに乗り込み、そこから程近い海

浜に築かれた筑豊の炭鉱主堀三太郎福間別

邸（現・福間病院）に立ち寄ったあと、参

拝者で賑わう宮地嶽神社門前町に唯一残る

木造三階建て旅館「大阪屋」（写真１）と、

旧割烹旅館「玉乃井」を見学した。共に明

治期の旅館であるが、様式の違いが比較で

き興味深かった。

町家の特徴がよく解ったのが明治 39 年

に染物屋として建てられた旧上妻邸（国登

録有形文化財）で、千軒通りのシンボル「藍

の家」として地域文化交流の場となってい

る。ここから入海方向に 10 分程歩くと、広

い空き地の隅に、蔦で覆われた赤煉瓦倉庫

が見えてくる。明治 39 年に設置された熊本

塩務局津屋崎出張所の跡地で、この倉庫は

庁舎付属の文書庫だったことが最近の調査

で判明したという。屋根と床が抜け落ち痛

みは激しいが、塩業史に関わって残る唯一

の建造物であり、傍には石積みの荷揚げ波

止場跡も確認される。いずれも津屋崎塩田

の歴史を伝える貴重な産業遺産であり整備

・保存が望まれる。なお、これらの見学に

当たっては、福津市教育委員会文化財担当

の南時夫氏より現地解説（写真２）並びに

資料提供を賜ったことを御礼申し上げます。

梅雨入り前の強い日差しに少々閉口気味

の参加者は、渡半島南海岸に位置する旧麻

生家別荘（写真３）で食事休憩をとること
写真１ 大阪屋（宮地嶽神社門前）

写真２ 津屋崎の文書庫前で説明を聞く
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にした。ここは今は(株)麻生の保養所にな

っており、一般人が見学できる所ではない

が、麻生に所縁の深い深町純亮会員の御尽

力で特別に提供していただいた。麻生太郎

元首相も幼少の頃度々訪れたと言われるこ

の別荘は、屋敷周りに塀は築かれず、玄界

灘を一望して開放感があり遥か福岡市方面

まで見渡せる広い庭と、飾り気の無い重厚

な母屋が印象的であった。

別荘正門前の道を九十九折に登ると、山

頂部が日本海海戦の古戦場も遠望できる東

郷公園で、巨大な日本海海戦紀念碑（写真

４）が建っている。昭和 9 年に竣工した記

念碑は、福岡県土木部と佐世保海軍工廠が

工事指導したもので「基礎は岩盤深く切込

み 構造極めて堅牢なり」と、工事報告に

あるという。記念碑の登り口には東郷神社

宝物館があり、海戦の勇将東郷平八郎元帥

に関する遺品等が展覧されており、日露戦

争を語る好個の歴史公園と言えよう。

最後に総会会場へと移動する車窓から塩

田跡の現状を見ていくことにした。最盛期

には 400 人が従事、県内の 3 分の 1 を生産

し津屋崎粗塩と呼ばれ重宝された名門であ

ったが、今では見渡す限り茨や潅木が生い

茂り、人を寄せ付けない。製塩工場の煙突

だけが放置され侘しい風景だが、葦に覆わ

れた塩水路や潮溜り池は護岸されずに昔の

ままで残り風情がある。

総会は宗像市田熊の東郷コミュニティセ

ンターで行ない、議事次第に基づいて報告

と諸問題を審議した。今年度は役員改選の

年であったが、特例で池森寛会長以下事務

局を含めた現体制を今後 1 年間延長すると

いうことで了承された。研究発表としては

松田寛会員（中間市在住）から「筑豊鉱山

学校の創設」、後藤恵之輔会員（長崎大学名

誉教授）から今回の見学にも関連する「石

炭が海を渡ってきた」が報告された。総会

後、JR 東郷駅前に移動して催した懇親会は

参加者多数で盛会であった。

＜総会会計報告＞

収入は、前年度繰越金 129,281 円と会費・

利息の合計 182,389 円

支出は、会報発送費など８件合計 19,306 円

収支決算は、163,083 円となった。

平成 22 年３月 31 日現在

事務局長 砂場一明

写真３ 旧麻生家別荘

写真４ 日本海海戦紀念碑
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【報告】

別子銅山見学会に参加して

尾崎徹也（会員）

2010 年 7 月 16 ～ 19 日の三連休を利用し

て別子銅山関連遺産の見学会に参加した。

初日は松山市内の伊予鉄道横河原線石手川

公園駅に隣接する石手川橋梁を訪れた。1893

（明治 26）年建設の国内現役最古のイギリ

ス型ポニープラット・トラス橋だ。ここは

橋自体がプラットホームになっており、と

ても珍しい。（写真 1）

又、石手川橋梁に程近い所に、松山市景

観形成重要建築物に指定されている伊予鉄

道煉瓦橋（写真２）がある。

この煉瓦橋はイギリス積で軌道が橋下を

通る道路と斜めに交差するため上部の煉瓦

の積み方で角度を調整する工夫がしてあり、

1892 年の施工で今なお現役だ。

昼からは住友別子鉱山株式会社山田社宅

（写真３、4）を訪れた。山田社宅は 1927

（昭和 2）年に住友が建設した。洋館 2 棟

含め 200 棟以上の社宅群は壮観だっただろ

う。今は大半が取り崩され空き地が目立つ

が、その規模の大きさは圧巻である。

住宅の向かい側には 1925（大正 14）年に

建設され、今回取り壊される新居浜選鉱場

（写真 5）がそびえている。その新居浜選

写真１ 伊予鉄道石手川橋梁

写真２ 伊予鉄道煉瓦橋

写真４ 外国人技術者宿舎

写真３ 山田社宅
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鉱場のふもとには山田社宅の玄関口となっ

た 1929 年建設の旧星越駅舎（写真６）がた

たずむ。

職場（新居浜選鉱場）、住宅（山田社宅）、

交通（旧星越駅）の産業遺産が残るこの地

区はこのまま残れば昭和を代表する生きた

景観地区になっただろう。解体が惜しまれ

る。

初日最後の訪問先は別子銅山鎮護の神と

して、また別子銅山労働者の氏神として崇

敬された大山積神社を訪れた。大山積神社

は旧別子地区、東平、生子山麓と銅山の本

部が移動すると共に現在の場所に奉遷され

た。現在はこの神社境内に、別子

銅山記念館（写真７）が併設され

ている。

別子銅山記念館は 1975 年の開館

だ。山の斜面を利用したこの会館は坑道を

思わせる半地下構造で、30 年前の建造物と

してはとてもモダンな建物で落ち着いた雰

囲気の中、住友銅山の歴史を学ぶ事が出来

る。

翌日は一路、近代化遺産の醍醐味を味わ

える別子銅山東平地区を目指した。東平地
とうなる

区は別子銅山 300 年の歴史の中でひときわ

産業遺産が良く残っている場所である。東

平地区の開発は 1902 年の第 3 通洞完成に始

まる。1905 年東平選鉱場が建設され、採鉱

基地として東平地区の歴史が始まった。さ

らに 1916 年東延から採鉱本部が東平地区へ

移されると貯鉱庫、選鉱場、索道基地が整

備され東平の全盛期を迎える。この時期の

東平は周辺の山肌に社宅が何層にも連なり

鉱山関係者とその家族 3800 人が居住した。

東平の索道場跡（写真 8）は東洋のマチュ

ピチュと評されて訪れる者の度肝を抜く。

又近隣の木立の山間部は住宅地や病院跡

（写真９）、娯楽場跡、保育園跡などで散策

できる。良く手入れされた木立は住友（林

業）が鉱山関連施設の跡地に植林して自然

に戻したものである。ぜひともお奨めの地

写真５ 新居浜選鉱場

写真７ 別子銅山記念館

写真６ 星越駅
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域であるが、あまりの人気の故、麓の登山

道入口で入場制限しているのには驚いた。

・見学のまとめとして

今回、住友財閥の起源である別子銅山関

連施設を見学すると共に銅山関係者の社宅、

初代住友銅山総理事広瀬宰平邸、社員の作

務によって出来た山根グラウンド、大山積

神社など別子銅山の産業遺産とそこで働い

た人々の文化に触れた。会社経営において

最も重要な会社

の存在意義を形

成する歴代の経

営方針も垣間見

る事が出来た。

九州も鉱山系遺

跡の点で言えば

炭鉱遺跡、炭鉱

文化が沢山残っ

ており、近代化

遺産としての評

価 も 非 常 に 高

い。今回別子銅

山を見学して九

州の文化と違っ

た面も大変勉強

になった。

・一つの企業が

継続した事業活動をすると言うこと

福岡の炭鉱にもそれぞれの特色があるも

のの、最盛期は財閥系あるいは地場の資本

家が経営するが最盛期を過ぎると転売され

エネルギー革命と共に閉山を迎えている。

特色は自治体の財政基盤が失われるととも

に、多数の失業者が発生し、人口の流出が

急激に進んだ事だ。

別子銅山は世界でもまれに見る大鉱床に

恵まれて住友が 283 年間の長きに渡って創

業を続ける事となる。

その結果、安定した企業経営には礼節が

伴うのである。

1690（元禄 3）年より採鉱が始まった別

子銅山は明治維新とともに官軍に強制的に

取り上げられるが、別子銅山支配人広瀬宰

平は経営権を新政府に認めさせることで企

業の存続を守り抜いた。

1894 年、広瀬よりバトンタッチされた 2

代目支配人伊庭貞剛は別子の荒れ果てた山

々を見て「別子全山を旧のあおあおとした

写真８ 索道場跡

写真９ 病院跡
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姿にしてこれを大自然に帰さねば成らぬ」

と決め、別子山中や新居浜の製錬所から出

る亜硫酸ガスによって荒廃する森林の煙害

問題対策の為、年間 100 万本を超える植林

事業を始めた。又、今で言う環境問題の先

駆けとして新居浜沖 20km の無人島四阪島

に製錬所の移転を行っている。

次にバトンタッチを受けた 3 代目の別子

鉱業所配人鈴木馬左也は、四阪島の製錬所

が最初の考えどおりに行かず、農民代表と

の協議会で「たとえ煙害に対する損害を弁

償する額以上を支出することになろうとも、

除外設備を施設する覚悟である」と物事の

正しい筋道に沿った経営を行った。又、鈴

木は「自分は正義公道を踏んで、皆と国家

百年の仕事をなす考えである」と自分の経

営方針を示し、住友電線製造所、伸鋼場等

を設立した。鈴木にとって住友は単なる利

益を求めるだけの会社ではなく国の為の大

事な役割を担うべきものであった。

次にバトンタッチを受けたのが 1927 年、

住友別子鉱山株式会社となって常務取締役

に就任した鷲尾勘解治である。彼は銅山の

鉱量を調査し今後 20 年で掘り尽くす結果が

でると、別子鉱山が閉山しても新居浜の町

が生き残っていける繁栄策を考えた。新居

浜港の建設と工業用地の造成。住友機械の

独立。化学工場の拡張。新居浜が工業都市

として自立発展する為にこれらの都市計画

を実行した。

以上のように経営者の歴史的変遷を見て

みると一つの筋の通った経営哲学が見えて

くる。

ここではあえてバトンタッチという言葉

を使ったが、一つの企業が継続した事業活

動をするということは安定した企業経営に

は礼節が伴うという事なのである。

最近の企業には ISO14001（国際環境マネ

ジメントシステム）、CSR（企業の社会的責

任）と言ったかつての別子銅山支配人たち

が行った行動が求められているのである。

住友別子銅山の歴史を学ぶ事は、現代に

おいてある種の帝王学を学ぶ事かもしれな

い。

【書籍紹介】

小泉隆『大谷採石場 不思議な地下空間』

木元富夫（顧問）

九州産業考古学会は九州という地域性も

あって、長らく炭鉱産業遺産の調査と保存

・活用に取り組んできた。会員の鉱業への

関心は深く、つい先達ても上記見学記のよ

うに、四国の別子銅山跡を踏査した。ここ

で取り上げる新刊は、栃木県宇都宮市の近

郊に産し、土木・建築資材に使われる「大

谷石」の巨大な採石場の、特に地下の様子

を、多数の写真と巻末の技術史的解説によ

って紹介したものである。

著者（九州産業大学工学部教授）はイン

テリア設計が専門だけに、写真で切り取ら

れた静謐な地下空間には芸術的意匠さえ感

じられる。手掘り時代は、切り石一本が

150kg で、それを一人で背負って運び出し

ていたと言うからすごい。この本を手に大

谷資料館に入ってみたいものだが、その前

に九州でもこうした場所がないものか、調

べてみたくなる。

石炭や金銀銅だけじゃない、日常的な石

材の採掘跡も産業遺産であることを改めて

本書は教えてくれる。版元は地方の出版社

であるが、『銅山の町 足尾を歩く』など産

業遺産関連の本を多く出していることを付

言する。

（随想舎、2010 年、定価 1200 円）
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【お知らせ】

◆直方旧讃井医院、向野堅一記念館として

一般公開

福岡県直方市の殿町地区は、貝島などの

炭鉱主が主導して誘致した医院建築群が今

のなお多く現存し、歴史的な街並み空間を

形成づけていますが、その中で一番の威容

を誇る旧讃井医院（1922 年竣工／木造 2 階

建）が 2010 年 9 月に日中で活躍した実業家

であり直方市出身の向野堅一を顕彰する記

念館として改装オープンしました。開館日

は 3/1-5/31 と 9/1-11/30 の春季秋季、内装の

デザインコードや向野堅一の資料など、入

場料 500 円の値段に恥じない内容を持って

おり、見学をお薦めします。

住所：福岡県直方市殿町 12-19

開館時間：9:30-17:30

TEL･FAX：0949-22-8008

【お知らせ】

「まちかどの近代建築写真展 ＩＮ 門司

赤煉瓦プレイス」（第２０回）

日本各地の近代建築を写真展示する「ま

ちかどの近代建築写真展」が九州で初めて

開催されます。オープン翌日の 24 日は旧帝

国麦酒醸造棟の一般公開も行われます。

会期：2010 年 10 月 23（土）～ 31 日（日）

時間：10 月 23 日（土）16:00 ～ 20:00

10 月 24 日（日）～ 31 日 10:00 ～ 17:00

会場：門司赤煉瓦プレイス・赤煉瓦写真館

Fu.地下（北九州市門司区大里本町 3-6-1）

http://mojirenga.navitown.com/

主催：まちかどの近代建築写真展 in 門司赤

煉瓦プレイス実行委員会

協力：近代建築探訪メーリングリスト

連絡先：特定非営利活動法人門司赤煉瓦倶

楽部（TEL.093-372-0962 FAX.093-863-0665）

【お知らせ】

九州産業考古学会後援イベント

「しめの文化財ウォーク」

昨年度新型インフルエンザの影響で中止

になった文化財ウォークが今年行われます。

日時：2010 年 11 月７日（日）10:00 ～ 11:45

集合場所：シーメイト駐車場

（糟屋郡志免町大字志免 451-1）

内容：旧志免炭鉱の産業遺産を巡る散策（竪

坑櫓→第八坑連卸坑口→ボタ山→志免町産

業遺産収蔵庫）

問合せ：志免町教育委員会（092-935-7100）

写真 志免竪坑櫓と第八坑連卸坑口

写真 向野堅一記念館としてオープンした

旧讃井医院（2009年撮影）
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◇◇会報原稿募集（会員外でも応募できます！）◇◇

『九州産業考古学会報』への積極的な投稿をお願いします。募集原稿は【報告】（700 字～ 1400

字程度）や【研究発表】（1400 ～ 2800 字程度）、【お知らせ】（400 字以内）など。

いずれも図表を入れる場合文字数要調整。また紙面の都合上、文面レイアウトに関して編集

側で変更する場合があります。投稿に関する詳しい情報は学会ウェブサイト及び事務局まで。
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（お知らせ内の各イベントは、頁末の当会ウェブサイトからもご確認ください）

今 後 の 予 定

月・日 活動内容

10 月 23 まちかどの近代建築写真展Ｉ

～ 31 日 Ｎ門司赤煉瓦プレイス

冬季 久山銅山と宗像福崎金山跡見

学会

〃 大神回天基地(日出町)見学会

会報第 15 号発行

【予定は変更する事があります】

＜編集後記＞

今号は、急遽計画した別子銅山見学会もあったことから、見学会が盛りだくさんの内容になっ

た。九州産業考古学会では、会員外の見学会参加も歓迎している。多くの方が産業遺産の魅力に

親しんでいただければ会の冥利に尽きる。これからも情報発信に努めていきたい。（市原）

九州産業考古学会事務局 〒 811-3430 福岡県宗像市平井二丁目 12-1 砂場一明 気付

TEL&FAX：0940-36-5501 E-mail：k-sunaba@jcom.home.ne.jp

URL：http://f17.aaa.livedoor.jp/~heritage/

学会ＭＬ希望者は、上記アドレスもしくはWeb担当者（iota_titanus@yahoo.co.jp）まで連絡願います。

会費納入・ご寄付のお願い

当会は事務局体制や会報を充実させるため、

会則により年会費を個人会員 2000 円、団体会員

は 5000 円それぞれ徴収させて頂いています。当

会の趣旨をご理解頂き、会費納入或いはご寄付

の程、どうぞ宜しくお願い申し上げます。

会費納入・寄付先口座（一覧）

・ゆうちょ銀行 17430-88882241

キュウシュウサンギヨウコウコガツカイ

・福岡銀行大牟田支店（店番 691）

普通 1914369 九州産業考古学会


